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組 曲 第 1番 … ………… ……… …… ………ヘ ン リー・ パー セル

指揮 高 橋 誠 也
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ー グ  ア レグ ロ

ホー ンパ イプ  ア レ グ ロ・ コ ン・ ス ピ リー ト

フ ェア リー ダ ン ス  ビバ ー チ ェ

2.ピ ア ノ協 奏 曲第 5番 「皇帝」 変 ホ長調 … …・・:.… ……ベ ー トーベ ン

(P)独奏  生  野  晴  子

指揮  前  田 幸 市郎

ア レグロ 変 ホ長調%拍子

アダージォ ロ長調 %拍 子

ロン ド・ア レグロ 変 ホ長調  %オ自子
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3.交 響 曲第 5番 「運 命」ハ短調

指揮  前  田 幸 市郎

ア ングロ・ コン・ ブ リオ ハ短調 %拍子
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ピ ア ニ ス ト 紹 介

る   こ

子 さ ん

昭 和 24年 1月 11日 生

鎌 倉 市 鎌 倉 山笛 田 1605

昭 和 45年 3月 フ エ リ ス短 大 音 楽 科 専 攻 科 卒

山 岡 寿 美 子 、 山 岡優 子先 生 に師 事。

音 楽 以 外 の趣 味 と して は 、 日本 文学 、外 国文 学 な どの読 書 と絵 を

み る こ と。

曲 名 解 説

ヘ ン リー ・ パ ー セ ル  組 曲 第 一 番

パー セルは17世紀 後半の英 国最大 の作 曲家。 イタ リア ン・バ ロ ックや フラ ンスの

音楽 、エ リザベ ス朝 時代 の イ ギ リス文 化 の華麗 な零 囲気 な どに影響 され た彼 の作風

は、 この十分 かそ こ らの短 い絃 楽器組 由 に もよ く現 われ てい る。

1677年 18オ で王室絃楽 団 の常任作 曲家 の地位 を得 たパー セルは、 多 くの名曲 を作

って、 その光栄 あ る地イ立に応 えた。 か な り散 逸 した もの もあ るだろ うが、今 日残 っ

て いる作 品中主 な ものは、歌劇 デ ィ ドー とアエ ネー ア ス、アーサー王 、 その他 多 く

の声楽曲、絃室 内楽 曲 (44曲 )、 ハー プ シコー ドの音楽 (24)曲 な どで ある。 この

組曲 も今 日演奏 され る機会 のほ とん どない、珍 しい曲 である。

ベ ー トー ベ ン  ピ ア ノ協 奏 曲 “皇 帝
"

運 命 交 響 曲 完 成 の 次 の 年 、 1809年 の ウ ィニ ン は 、 ナ ポ レ オ ン旗 下 の フ ラ ン ス軍 に

占領 され 、 砲 火 も鳴 り 止 ま な い と い う、 動 舌しの 唯 中 に あ っ た。 ベ ー トー ベ ン は 、 こ

の よ う な さ わ が し さ や 物 価 高 、 悪 疫 流 行 な ど 、 主 都 ウ ィー ン を覆 う “公 害 "を 避 け

て 10数 キ ロ離 れ た 郊 外 ιこ移 っ て 、 作 曲 活 動 を続 け た の で あ る。

フ ラ ン ス軍 の 宿 合 に呼 ば れ 、 何 事 か と出 頭 し て み れ ば 、 ビ ア ノ を弾 け 、 そ し て 酔

っ 払 っ た士 官 達 の お 本「1手 を し ろ 、 と言 う。 怒 っ た 彼 は そ こ を逃
`ず

出 し十 何 キ ロ の 夜

道 を 、 馬 車 に も乗 ら ず 、 歩 い て 郊 外 の 寄 宿 先 ま で 帰 っ て き た そ うで あ る。 こ の 頃 作

られ た 、 こ の ピ ア ノ協 奏 由 が 、 何 故 こ の よ う に威 厳 と迫 力 と雄 大 な ス ケ ー ル と、 思

わ ず 口 真 以 を し た くな る よ う な 、 魅 力 あ _S、 れ る元 気 の 良 い メ ロ デ ィー に 満 ち て い る

か 、 そ の う え 、 ア パ シ ョナ タ や ワ ル トシ ュ タ イ ン な ど の 奏 鳴 曲 以 上 に豪 ′
1央 な 名 人芸

的 手 法 の ピ ア ノ独 奏 部 分 と、 そ れ を ひ き た て る管 絃 楽 ノヾ ― 卜が 、 時 に は最 弱 音 か ら

最 強 音 ま で 、 色 彩 豊 か に と ど ろ き渡 る か 、 想 像 が つ くで あ ろ う。 … … … ベ ー トー ベ

ン は 、 ナ ポ レオ ン が 軍 事 面 で 発 揮 し た 天 オ 的 偉 業 を 、 音 楽 の 上 で な し遂 げ よ う と試

み た に 相 違 な い。 そ し て 、 交 響 曲 第 3番 や 第 5番 で う ち 立 て た 全 人 末 踏 の 金 字 塔 を

今 ま た 、 こ の 曲 に お い て 、 協 奏 由 の 分 野 で も誇 り高 く大 成 功 の う ち に な し とげ た の

で あ る。

ベ ー トーベ ン 交響 曲 第五 番 “連命 "

モ ー ツ ア ル トの 音 楽 を愛 し、 古 典 的 調 和 の 世 界 に慣 れ 親 し ん で い た 、 か な り高 齢

の グ ー テ は 、 あ る 日 自宅 に 招 い た メ ン デ ル ス ゾ ー ン の 弾 く「新 し い 音 楽 Jベ ー トー

ベ ンの ハ 短 調 シ ン フ オ ニ ー (ピ ア ノ で 演 奏 )に は 、 ど う して も な じめ な か っ た。「 お そ

ろ し い 曲 だ。 家 が こ わ れ そ う だ。 皆 で 一 緒 に や っ た ら 、 一 体 ど う い う こ と に な る だ

ろ う。 」 と彼 は つ ぶ や い た と記 録 さ れ て い る。 今 日 で は 小 学 生 の 音 楽 の 時 間 に も レ

コー ドで 観 賞 され る ほ ど の ポ ピ ュ ラ ー な 曲 と な っ て し ま っ た が 、 や は りは じめ て聴

く者 に は 、 か な り強 烈 な シ ョ ンク を与 え る音 楽 で あ る。 第 一 楽 章 の タ タ タ ター ン と

い う和 音 か ら し て 異 様 で あ る し、 終 楽 章 は ど ん な 交 響 由 に も な い よ う な 、壮 大 な 曲

想 が 圧 巻 だ。 昭 和 27年 頃 静 岡 県 沼 津 市 東 高 校 講 堂 で 、 は じめ て こ の 曲 の オ ー ケ ス ト

ラ 演 奏 を 、 山 田 和 男 指 揮 OB交 響 楽 団 の メ ンバ ー に よ っ て 聞 い た と き に は 、 私 もす

くな か ′Dぬ 感 銘 を受 け た。

東 京 大 阪 な ど、 大 都 市 へ 行 か な い と オ ー ケ ス トラ が 聴 け な い と い うの は不 便 で あ

る。 ドイ ツ に は プ ロ の オ ー ケ ス トラ が 百 以 上1あ る と い う。 我 国 も経 済 大 国 と は な っ

た が 、 鎌 倉 の よ う な文 化 水 準 の 高 さ を 自 認 す る都 市 に 、 ろ くな 演 奏 会 場 ひ とつ な い

現 状 を悲 しむ も の で あ る。 グ チ の つ い で に書 く が 、 練 習 場 も き わ め て せ ま い―一教 室

に す ぎず 、 楽 譜 も予 算 難 で 借 り もの が 多 く、 楽 器 は ほ と ん ど が 団 員 の 私 物 で あ る。

しか し運 命 交 響 曲 は 、 2,30人 よ り集 っ て 、 細 々 練 習 して い る時 も 、 美 し く、 力 強 く

鳴 りひ び く。
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鎌響 ニュース

前 田先 生 ヨー ロ ッパ ょ リリ11国

今年ll月 中旬22田 より飛立 ち、西 ドィツの国立ケルン音楽大学で

オニ
7ス トラや合唱の指揮法 、演奏法た一そうの研 さんを積 んでお

られ た我 らの “おゃ じ"前田幸 市郎氏 は今 月18日 、本番の う旦問前

に無事帰 国 され ま した。

もともとベテフン指揮者であるから、この旅行によって学んでこ

られた内容 はきわめて高度なものに相違な く、今後の指IEIぶ りは ぐ
っ と厳 しくなるのでは…… と有難いような怖いような。



毛糸な ら極細か ら極 太 まで、

各種 タイプをカラフルに取揃

えた、毛糸専間のお店です。

新色 。新 タイプの 毛糸 も各

種入荷 して居 ります。

是非 、御米店の_L御高覧下 さ

いませ。

由比 ヶ浜銀座 大地 蔵 際

イワタ糸店
TEL.(22)1501

婦人洋装おしやれ

鎌 倉・ Jヽ町 通 り

TEL(22)6107

中 華 料 理

III Jヒ  が お1 ,li り

|′ ( 1也 ′哉 ソ ′ヾ
)

TEL.(22)3219(イ に)

祝鎌響第 16回定期演奏会

町 通  り

湘 南証券
TEL。 (22)6700～ 4

株式0社債・電話債券の御用命を



いつ で も安 く

何 んで も揃 う… …

警グルマ薬品
鎌倉小日Ij重 り中央 TEL(22)2594・ 0842

ご家庭 に経済の安定 を約 束す る

クス リ・ 化 粧 品・ 雑 貨

食 品 0缶 詰 0菓 子

ナ イ ガ イ
鎌倉裏駅前 TEL(22)2430

伝統を生か した最高の味

千 羽 鶴 サ ブ レ"
ブランス嵐ビスタット

品 ● 堂
ほκそれこlゆ

|ll lヒ が ,兵 九li TEL.(22)0963“り

鎌 fヽ表与|(「〕TLli TEL.(22)2538
1二   J′   為li TEL.(71)4730

江 の |ビ 藤 ,'(駅 押 !li仕∫

TEL.(25)8621

,11の 1ヒ 鎌 f)駅 名為li街

TEL.(23)1792

フ フ ン ス 料 理

JJヽ

横 須 賀線 下 馬 が一 ド脇

TEL.(22)2370

洋 服 の

オーダーメー ドは

鎌倉テ~フ ~

川 清 太 郎代表者 井

[力  lヒ  ヶ 渉ξ j重  り

TEL.(22)2408


